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名大さんが行く 25

　中国、重慶で生まれ育った周君如さん。「日本に行きた

かった」という夢をかなえて、４年前名古屋大学にやって来

た。中国、韓国で暮らした経験から、日中韓の連携で大気

汚染問題に取り組めたら。そのための研究がしたいと、経

済環境論講座の中田実研究室の門をたたいた。とはいえ、

経済学の分野でも、「環境経済学」はゼロからのスタート。

中田先生から、その基礎をみっちりたたき込まれた。

　最近の研究テーマは「中国における多階層の大気汚染

政策」。中央政府と地方政府での環境政策のちがいを明ら

かにしながら理論モデルを導いて、最適な環境政策を組み

立てようというもの。先行研究が少ないことが悩みと周さ

ん。「自分は中国人なので大気汚染も実感しています。そこ

に少しだけでも役立てればいい」と研究に取り組んでいる。

研究室では、すでに先輩格。「後輩はかわいい！」と、初めて

のまちで暮らす留学生たちを気にかける。

　将来は、「中国でも、日本でも、研究者の道に行けたら幸

せ」と周さん。「自分一人の戦い」という“研究”と、学生たち

に親身に接する、中田先生のような“教育者”の両立を思い

描いている。
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編集後記●
　リスクが存在する場合にはリスクの種類や大きさ等を知ることに加え、それらを踏まえてどう意思決定するかを考え対応していく必
要があります。そこで今回のエコラボトークではリスクのガバナンスに注目し、リスクが存在する場合の合意形成や政策策定についてお
話をうかがいました。その中でガバナンスのアクターが政府から企業や市民社会を含めたものに広がっているという話が印象に残りま
した。エコラボトークにご参加いただいた皆様並びに原稿のご執筆やインタビューに応じていただいた皆様に感謝申し上げます。
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